
 

 

■ 学校の共通目標                   【ＨＰ公開用・様式１・令和７年５月８日】 

授業作り 重 

点 

探究的な学びの定着やタブレット端末の活用による個別最適な学びと協働的な学びの実現。 

環境作り 視覚に訴える教材・教具を工夫し、全ての児童が安心して学習に取り組める環境を整える。 

■ 学年の取組について 

学 

年 

学習状況の分析 

（各種調査から） 

学校が取り組む目標 

（日常の授業の様子から） 

目標達成のための取組 

 

１ 

学 

年 

 

 

・話す人の方を見て、話を聞く習慣を身に付ける

必要がある。 

・少人数で話し合う活動や発表の場を意図的に

設定する必要がある。 

・文や文章を書く場面を意図的・計画的に設定す

る必要がある。 

・操作活動を計画的に取り入れる必要がある。 

①児童に即した課題の設定 

②デジタルドリルの活用 

③自分の考えや意見を発表する場の 

設定 

⑤ペア学習または、グループ学習の 

設定 

⑥まとめ、振り返りと次時の見通し 

 

２ 

学 

年 

 

 

・話題に沿って話し合うことができるように、少

人数で話し合う活動や発表の場を意図的に設

定する必要がある。 

・文や文章を書く場面を意図的・計画的に設定す

る必要がある。 

・基礎・基本の学習を充実させる必要がある。 

・ＩＣＴ機器を活用し、絵や図などを使って視覚

的に理解できる提示を、計画的に取り入れる

必要がある。 

①児童に即した課題の設定 

②デジタルドリルの活用 

③自分の考えや意見を発表する場の 

設定 

⑤ペア学習または、グループ学習の 

設定 

⑥まとめ、振り返りと次時の見通し 

 

３ 

学 

年 

・集中して話を聞くことができるように

指導する必要がある。 

・つながりのある文章や、自分の気持ち

を書き表することができるよう指導

する必要がある。 

・繰り上がりや繰り下がりのある加法・

減法に加え、九九を用いての乗法・除

法ついて理解できるよう指導する必

要がある。 

・文章問題を理解して立式することにつ

いて指導する必要がある。 

・目的を明確にし、最後まで大事なことを聞き落

とさないようにしながら、話を聞くことがで

きるように指導する。 

・語と語や文と文との続き方に注意すること、事

実と考えを書き分けることができるように指

導する。 

・文章問題を理解し、なぜその立式ができるのか

を説明する場面を意図的に設定し、分かりや

すく相手に伝えるための表現方法について指

導する。 

①児童間で適切に質問したり、意見を

言ったりする活動の意図的な設定 

②他教科における関連した文章表現の

継続的な指導 

③デジタルドリルの活用 

④ペア学習、グループ学習の設定 

⑤授業終わりの振り返りの活用 

 

 

４ 

学 

年 

・集中して話を聞くことができるように

指導する必要がある。 

・つながりのある文章や、自分の気持ち

を書き表することができるよう指導

する必要がある。 

・目的を明確にし、最後まで大事なことを聞き落

とさないようにしながら、話を聞くことがで

きるように指導する。 

・語と語や文と文との続き方に注意すること、事

実と考えを書き分けることができるように指

①適切に質問したり、意見を言ったり

する活動の意図的な設定 

②他教科における関連した文章表現の

継続的な指導 

③デジタルドリルの活用 
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・繰り上がりや繰り下がりのある加法・

減法の計算法について理解できるよ

う指導する必要がある。 

・文章問題を理解して立式することにつ

いて指導する必要がある。 

導する。 

・既習事項の定着を図る。 

・文章問題を理解し、なぜその立式ができるのか

を説明する場面を意図的につくり、分かりや

すく相手に伝えるための表現方法について指

導する。 

④ペア学習、グループ学習の設定  

⑤授業終わりの振り返りの活用 

 

５ 

学 

年 

・基礎的な知識を活用する力を向上させ

る必要がある。 

・叙述に沿って、作者の考えや、登場人

物の気持ちと場面の様子を読み取る

力の向上が必要である。 

・構成する要素に着目して、作図する技

能を高める力の向上が必要である。 

・既習事項の定着を図る。 

・学習規律を守って学習に取り組む姿勢を育て

る。 

・様々な図書に親しみ読書する習慣を身に付け

ると共に語彙を増やす指導をする。 

・生活体験につながる数学的活動を増やす。 

①デジタルドリルの活用 

②学習規律の徹底          

③文のつながりを意識した論理的な文

章表現の指導 

④ペア学習、グループ学習の設定 

⑤読書活動の充実 

⑥三角定規、コンパスの活用 

⑦授業終わりの振り返りの活用 

 

６ 

学 

年 

・既習漢字や筆算等の基礎的・基本的な

知識・技能について、定着率を向上さ

せる必要がある。 

・自身の考えを、相手に伝わるような形

で文章表現する力の向上が必要であ

る。 

・算数科では、既習の学習内容の定着に 

課題があるため、定期的に既習内容 

に立ち戻って確認することが必要で 

ある。 

・デジタルドリル等を活用し、既習事項の定着を

図る。 

・文章を書く機会を増やし、考えをまとめて書く

指導を繰り返し行っていく。 

・根気よく取り組む姿勢、最後まで正確に問題を

読み取る指導をする。 

 

①デジタルドリルの活用 

②活用を意識した教科横断的な指導 

④思考したことを適切に表現する場を

意図的に設定 

⑤授業終わりの振り返りの活用 

特 

別 

支 

援 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

■効果的なデジタルドリルの活用について【チェックリスト】【区教委提出用・様式２・令和７年５月９日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自校における効果的な学力定着度調査を活用した事後指導について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自校における効果的なデジタルドリルの活用について（事前・事後指導を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☒ 学校は年度当初にデジタルドリルの活用について保護者及び児童へ説明をしている。 

☒ 学校は活用に際して、ＩＤやパスワードについて保護者及び児童へ説明をしている。 

☒ 児童及び教員がデジタルドリルの内容や機能について概ね理解している。 

☒ 学校は児童が授業や家庭学習においてデジタルドリルが活用できるよう促している。 

☒ 学校は家庭におけるデジタルドリルの活用について具体的に指導している。 

☒ 学校は全ての学年で定期的に様々な場面でデジタルドリルの課題等を児童に与えている。 

☒ 担任等がデジタルドリルを活用し、児童一人ひとりの傾向を把握し、適した課題や指導を

行っている。 

 

・全国学力・学習状況調査の結果から傾向を捉え、課題となっている要因を分析し、日々の学習計画の中で

授業に生かすようにしている。 

・算数科では、学力定着度調査の結果を参考に各学年の苦手としている内容を把握し、学年末の学習の振り

返りの重点項目として取り組むようにしている。 

 

・国語科では、新出漢字の学習にデジタルドリルを活用している。また、習熟のための反復練習は、朝学習

や授業時間、家庭学習の時間などを使い、日々の課題学習として配信したり、出題範囲や提出期限を決め

て取り組ませたり、それぞれの進度に合わせて学習できるような対応をしている。 

・算数科では、各単元の学習の進度に合わせて、家庭学習の時間で復習できるように担任がデジタルドリル

を活用している。また、学期ごとに実施している前学年の内容の診断テスト ABCにおいては、採点後に各

自の結果に応じたデジタルドリルの復習課題に取り組ませることで系統的な学習内容の積み重ねができ

るように取り組んでいる 
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